
18歳未満での結婚である
児童婚は、子どもの権利を
侵害する悪しき習慣であり、
幼い花嫁や花婿の人生を
大きく変えてしまう。

西部・中部アフリカ地域では、
10人に4人の女性が18歳未満で結婚する。
児童婚の割合が高い国と低い国には、
10倍の違いがある。

18歳未満で結婚した

20歳から24歳の女性

の割合：

20%以下 

■ 21%から40%

■ 41%から60%

● 60%以上

地域外の国 

Prevalence of 

marriage 

before age 1 S 

・

Prevalence of 

marriage 

before age 18 

.) 

＼ Rwanda 7% 

•

 

• <• 

NOTE: Each dot represents a country in West and Central Africa. 

現在の状況···················



これから····················
西部・中部アフリカ地域は、 児童婚
を終わらせる過程で様々な課題に
直面する。

• 児童婚の拡大スピードが、
減少するスピー ドよりも早い。

• 女の子の人口の拡大。 

これまでの減少率で児童婚の件数が推移していくのであれば、
2030年には3人にひとりの女性が、2050年には4人にひとり
以上の女性が、18歳未満で結婚することになる。

18歳未満で結婚した20歳から24歳の女性の割合：
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女の子の人口の拡大が、
他の地域より大きい。

1990年から2050年の
18歳未満の女の子の数
(100万人)：
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WITHOUT INTENSIVE 

EFFORTS TO REDUCE 

LEVELS OF THE PRACTICE, 

THIS COMBINATION OF 

FACTORS WILL LEAD TO AN 

INCREASING NUMBER 

OF CHILD BRIDES AS THE 

POPULATION GROWS. EVEN 

A DOUBLING OF THE RATE 

OF DECLINE WOULD NOT BE 

SUFFICIENT TO DECREASE 

THE NUMBER OF GIRLS 

MARRYING EACH YEAR. 

Number in millions of women aged 20 to 24 years 
who will be married or in union before age 18 if: 

Current levels persist - 22 

Observed declines continue - 16 

Progress is accelerated - 12 

Number in millions of women 
aged 20 to 24 years who were 

married or in union before age 18 
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